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雅
也
氏
と
武
田
氏
、
ア
ス
カ

総
合
鑑
定
の
吉
川
代
助
氏
、

内
山
鑑
定
事
務
所
の
内
山
亮

氏
が
実
際
の
見
積
り
を
題
材

に
、
認
定
単
価
や
認
定
す
る

べ
き
適
正
な
単
価
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
第
１
部
の
後
半
は
、
税
の

専
門
家
で
あ
る
Ｇ
ｉ
ｎ
ｚ
ａ

会
計
事
務
所
の
植
木
康
彦
公

認
会
計
士
が
、
火
災
保
険
、

賠
償
責
任
保
険
の
算
定
場
面

ご
と
の
消
費
税
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
を
行
い
、
損
害
鑑
定
人
が

考
え
る
消
費
税
の
取
り
扱
い

と
実
際
の
会
計
業
務
と
重

ね
、
ト
ラ
ス
ト
ク
レ
ー
ム
サ

ー
ビ
ス
の
丹
羽
周
一
氏
、
東

京
損
保
鑑
定
の
田
中
隆
久
氏

と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も

交
え
て
消
費
税
に
関
し
て
理

解
を
深
め
た
。

　
第
２
部
は
、
「
首
都
直
下

地
震
『
Ｘ
―
Ｄ
ａ
ｙ
』
～
そ

の
時
の
た
め
、
私
た
ち
は
ど

う
備
え
る
べ
き
か
、
業
界
横

断
で
考
え
る
～
」
を
テ
ー
マ

に
進
め
ら
れ
、
講
演
で
は
災

害
社
会
学
の
研
究
者
で
東
京

大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

付
属
学
校
教
育
高
度
化
・
効

果
検
証
セ
ン
タ
ー
協
力
研
究

員
の
松
本
祐
香
氏
が
「
首
都

直
下
地
震
の
問
題
と
対
応
」

と
題
し
、
被
害
想
定
の
内
容

や
災
害
に
備
え
る
ポ
イ
ン
ト

を
解
説
し
た
。
　

　
松
本
氏
は
、
大
規
模
地
震

発
生
後
の
１
０
０
年
間
は
大

き
な
地
震
は
発
生
し
な
い
静

穏
期
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

２
０
２
３
年
は
、
１
９
２
３

年
の
関
東
大
地
震
か
ら
ち
ょ

う
ど
１
０
０
年
に
な
る
と
し

た
上
で
、
「
首
都
直
下
地
震

は
高
い
確
率
で
発
生
す
る
」

と
の
見
解
を
示
し
た
。
　

　
ま
た
、
22
年
に
内
閣
府
が

発
表
し
た
災
害
被
害
予
測
に

つ
い
て
触
れ
、
建
物
被
害
が

61
万
棟
、
死
者
が
２
万
３
０

０
０
人
、
被
害
額
は
約
95
兆

円
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
指

摘
し
た
。
損
害
額
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
で
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災

が
２
・
３
％
、
東
日
本
大
震

災
が
３
～
４
％
だ
っ
た
一
方

で
、
関
東
大
震
災
は
37
～
44

％
だ
っ
た
と
い
う
デ
ー
タ
を

示
し
た
。

　
同
氏
は
、
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で

南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
約
40

％
、
首
都
直
下
地
震
で
約
20

％
の
損
害
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。
発
災
か
ら
20
年
間
の
長

期
の
試
算
で
は
、
経
済
的
被

害
想
定
は
約
８
５
５
兆
円
と

な
り
、
国
難
的
な
災
害
に
な

る
と
認
識
す
る
こ
と
が
重
要

だ
」
と
述
べ
た
。
　

　
日
本
は
、
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
、
経
済
低
迷
の
中

で
、
大
き
な
災
害
に
立
ち
向

か
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら

産
官
学
の
連
携
に
加
え
、
保

険
を
含
む
金
融
、
メ
デ
ィ
ア

の
連
携
が
最
も
重
要
だ
と

し
、
「
防
災
対
策
に
完
璧
は

な
い
が
、
防
災
対
策
に
取
り

組
め
ば
そ
の
分
だ
け
防
災
力

は
向
上
す
る
。
今
日
か
ら
取

り
組
み
を
進
め
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
掛
け
た
。

　
引
き
続
き
、
損
保
協
会
損

害
サ
ー
ビ
ス
企
画
部
地
震
・

火
災
・
新
種
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
の
金
泉
浩
二
氏
が
「
首

都
直
下
地
震
を
見
据
え
た
損

害
保
険
業
界
の
対
応
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
地
震
保
険

の
調
査
想
定
件
数
、
現
時
点

の
対
応
や
取
り
組
み
を
紹
介

し
た
動
画
を
放
映
し
た
。
　

　
動
画
の
中
で
金
泉
氏
は
、

首
都
直
下
地
震
が
発
生
し
た

場
合
の
有
責
件
数
は
、
業
界

全
体
で
３
０
０
万
件
以
上
を

想
定
し
て
お
り
、
過
去
の
大

規
模
地
震
で
は
、
概
ね
３
カ

月
で
保
険
金
請
求
件
数
の
約

９
割
が
完
了
し
て
い
る
実
績

が
あ
る
一
方
で
、
首
都
直
下

地
震
で
は
、
件
数
規
模
か
ら

み
て
も
同
様
の
対
応
は
難
し

い
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　
保
険
業
界
の
損
害
調
査
の

取
り
組
み
と
し
て
、
全
損
地

域
一
括
認
定
や
、
損
害
状
況

申
告
方
式
の
導
入
、
地
震
ア

プ
リ
開
発
、
地
震
保
険
の
損

害
査
定
指
針
の
改
定
な
ど
を

挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を

紹
介
し
た
。
特
定
修
理
業
者

へ
の
損
保
業
界
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
啓
発
チ
ラ
シ
に
よ

る
注
意
喚
起
や
、
全
国
の
支

部
を
通
じ
た
自
治
体
や
警
察

と
連
携
し
た
取
り
組
み
に
加

え
、
「
災
害
便
乗
商
法
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
」
を
設
置
し
被
害

を
防
止
に
つ
な
げ
て
い
く
と

し
た
。

　
第
２
部
の
後
半
で
は
、
過

去
に
大
き
な
震
災
を
乗
り
越

え
て
貴
重
な
経
験
を
し
た
鑑

定
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た

動
画
を
放
映
。
首
都
直
下
地

震
に
備
え
る
た
め
の
知
識
や

気
付
き
、
課
題
を
理
解
す
る

た
め
に
、
各
鑑
定
人
の
震
災

直
後
の
被
災
地
で
の
経
験

や
、
震
災
対
応
時
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
体
制
、
災
害
対
策
室

で
の
最
良
の
運
営
な
ど
体
験

談
を
紹
介
し
た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
福
岡
損
保
鑑
定
の
永
井

俊
文
氏
、
内
山
鑑
定
事
務
所

の
古
市
宙
大
氏
、
中
央
損
保

鑑
定
の
村
松
俊
哉
氏
、
か
が

や
き
鑑
定
の
山
﨑
真
氏
、
ア

ス
カ
総
合
鑑
定
の
佐
藤
陽
氏

が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
の
内

容
を
踏
ま
え
た
上
で
、
震
災

へ
の
対
応
や
業
界
と
し
て
必

要
な
備
え
に
対
し
て
意
見
交

換
と
提
言
を
行
っ
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
あ
い
さ
つ

し
た
太
田
英
俊
会
長
は
ま

ず
、
雪
害
や
暴
風
雨
と
い
っ

た
広
域
災
害
の
発
生
に
加

え
、
３
月
の
福
島
県
沖
地

震
、
９
月
の
台
風
14
号
・
15

号
と
い
っ
た
大
規
模
自
然
災

害
に
触
れ
た
上
で
、
業
務
多

忙
と
な
っ
て
い
る
鑑
定
人
を

労
っ
た
。
　

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
は
、
公
益
性
や
鑑
定

技
能
、
新
技
術
と
い
っ
た
観

点
を
軸
に
選
定
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
22
年
度
は
危
険
性

が
高
い
大
規
模
地
震
と
激
し

い
社
会
変
動
を
踏
ま
え
メ
ー

ン
テ
ー
マ
を
「P

repare 

fо
r C
risis

」
に
し
た
と

説
明
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
急
激
に
進
む
物
価

上
昇
の
中
、
損
害
鑑
定
人
の

普
段
の
業
務
に
直
結
す
る
物

価
変
動
と
消
費
税
に
つ
い
て

理
解
す
る
こ
と
や
、
理
解
し

て
い
る
も
の
の
実
感
で
き
な

い
こ
と
で
対
応
が
難
し
い
首

都
直
下
地
震
を
、
専
門
家
の

講
演
を
交
え
て
損
害
鑑
定
業

界
が
取
り
扱
う
べ
き
現
象
に

つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
議
論
を
進
め
て
い
く
と
し

た
。
　

　
同
協
会
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
Ａ
Ｓ
Ｃ
研
修
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
再
検
討
の

他
、
各
種
の
規
定
規
約
の
整

備
や
会
員
制
度
、
地
域
懇
談

会
、
女
性
の
活
躍
推
進
な
ど

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
取
り
入
れ
、
積
極
的
に

議
論
を
進
め
て
い
る
と
し
、

「
よ
り
一
層
社
会
に
貢
献
で

き
る
団
体
と
し
て
活
動
し
て

い
く
こ
と
を
目
指
す
」
と
協

力
を
呼
び
掛
け
た
。
　

　
第
１
部
の
前
半
は
、

「
今
、
押
さ
え
る
べ
き
損
害

鑑
定
の
ト
レ
ン
ド
～
物
価
変

動
と
消
費
税
を
考
察
す
る

～
」
を
テ
ー
マ
に
価
格
調
査

研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
一

般
社
団
法
人
経
済
調
査
会
の

武
田
裕
三
氏
が
市
場
調
査
の

方
法
や
近
年
の
物
価
変
動
に

関
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

　
講
演
終
了
後
に
実
施
し
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
経
済
調
査
会
の
鈴
木

よ
り
社
会
に
貢
献
す
る
団
体
目
指
す

パネルディスカッションの様子

太田会長

当日はオンラインでも配信され
多くの人が参加した

　
日
本
損
害
鑑
定
協
会
は
11
月
５
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
ソ
ラ
シ
テ
ィ
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
第
８
回
損
害
鑑
定
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。
今
回
の
メ
ー
ン

テ
ー
マ
は
、
「P

repare fо
r C
risis

」
。
近
年
多
発
し
て
い
る
大
規
模
自
然

災
害
や
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
未
来
に
備
え
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
専
門
家
に
よ
る

講
演
や
、
専
門
家
と
損
害
鑑
定
人
を
交
え
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。
当
日
の
模
様
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
配
信
さ
れ
全
国
の
会
員
鑑
定
人
や
、
保
険
会

社
社
員
、
保
険
代
理
店
な
ど
が
参
加
し
た
。

日本損害鑑定協会　「第８回損害鑑定フォーラム」開催

メーンテーマは「Prepare　for　Crisis」


